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特
別
記
事

伊
藤
隆
太
君
学
位
請
求
論
文
審
査
報
告

　

伊
藤
隆
太
君
が
提
出
し
た
博
士
学
位
請
求
論
文
「
人
間
の
心
と
戦

争
―
―
進
化
政
治
学
に
基
づ
い
た
リ
ア
リ
ズ
ム
」
は
、
政
治
学
に
お

け
る
進
化
政
治
学
（evolutionary political science

）
の
知
見
を

国
際
関
係
理
論
に
お
け
る
リ
ア
リ
ズ
ム
と
い
う
リ
サ
ー
チ
・
プ
ロ
グ

ラ
ム
に
応
用
し
、
新
た
な
国
際
関
係
理
論
の
構
築
を
試
み
た
も
の
で

あ
る
。
本
論
文
の
目
的
は
進
化
政
治
学
を
利
用
し
、
リ
ア
リ
ズ
ム
が

こ
れ
ま
で
脆
弱
で
あ
る
と
批
判
さ
れ
て
き
た
、
理
論
の
科
学
的
な
基

盤
を
強
化
す
る
こ
と
に
あ
る
。

　

本
論
文
は
序
章
、
本
篇
七
章
、
終
章
合
わ
せ
て
一
七
〇
ペ
イ
ジ
、

参
考
文
献
目
録
一
四
ペ
イ
ジ
か
ら
な
る
。
そ
の
一
部
は
す
で
に
伊
藤

君
が
『
法
学
政
治
学
論
究
』
な
ど
の
学
術
雑
誌
に
発
表
し
た
論
文
を

土
台
と
し
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
を
大
幅
に
加
筆
修
正
し
、
体
系
化
し

た
も
の
が
今
回
提
出
さ
れ
た
論
文
で
あ
る
。

一　

論
文
の
構
成

　

本
論
文
の
構
成
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

序　

章

　

第
一
節　

問
題
の
所
在

　

第
二
節　

論
文
の
構
成

第
一
章　

進
化
政
治
学
の
台
頭

　

は
じ
め
に

　

第
一
節　

進
化
政
治
学
と
い
う
リ
サ
ー
チ
・
プ
ロ
グ
ラ
ム

　

第
二
節　

�

進
化
政
治
学
の
基
盤
と
し
て
の
進
化
心
理
学

（evolutionary psychology

）

　

第
三
節　

進
化
政
治
学
を
め
ぐ
る
論
争

第
二
章　

進
化
政
治
学
を
再
考
す
る

　
　
　
　

―
―
進
化
政
治
学
は
政
治
学
に
何
を
も
た
ら
す
の
か

　

は
じ
め
に

　

第
一
節　

進
化
心
理
学
は
政
治
心
理
学
に
何
を
も
た
ら
す
の
か

　

第
二
節　

進
化
心
理
学
は
リ
ア
リ
ズ
ム
に
何
を
も
た
ら
す
の
か

　

お
わ
り
に

第
三
章　

リ
ア
リ
ズ
ム
論
争
を
再
考
す
る

　
　
　
　

―
―
理
論
と
事
例
の
関
係
に
つ
い
て

　

は
じ
め
に
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第
一
節　

リ
ア
リ
ズ
ム
を
批
判
す
る

　

第
二
節　

リ
ア
リ
ズ
ム
を
擁
護
す
る

　

第
三
節　

国
際
関
係
理
論
の
方
法
論
研
究
へ
の
意
義

　

第
四
節　

今
後
の
課
題

　

お
わ
り
に

第
四
章　

進
化
政
治
学
的
リ
ア
リ
ズ
ム

　

は
じ
め
に

　

第
一
節　

進
化
政
治
学
的
リ
ア
リ
ズ
ム
の
系
譜

　

第
二
節　

�

ブ
ラ
ッ
ド
レ
イ
・
セ
イ
ヤ
ー
の
進
化
的
リ
ア
リ
ズ
ム

（evolutionary realism

）

　

第
三
節　

進
化
政
治
学
的
リ
ア
リ
ズ
ム
の
原
則
と
構
造

　

お
わ
り
に

第
五
章　

ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
戦
争

　
　
　
　

―
―�

ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
ト
的
神
話
モ
デ
ル
と
日
独
伊
三
国

軍
事
同
盟
（
一
九
四
〇
年
）

　

は
じ
め
に

　

第
一
節　

�

ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
ト
的
神
話
作
り
の
科
学
的
基
盤
と
し

て
の
ゼ
ノ
フ
ォ
ビ
ア
（xenophobia

）

　

第
二
節　

�

新
古
典
派
リ
ア
リ
ス
ト
理
論
と
し
て
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ

ス
ト
的
神
話
モ
デ
ル

　

第
三
節　

事
例
研
究
の
方
法
論
と
し
て
の
可
能
性
調
査

　

第
四
節　

�

典
型
的
事
例
と
し
て
の
日
独
伊
三
国
軍
事
同
盟
（
一

九
四
〇
年
）

　

お
わ
り
に

第
六
章　

国
際
政
治
に
お
け
る
過
信
の
パ
ズ
ル

　
　
　
　

―
―�

肯
定
的
幻
想
モ
デ
ル
と
日
ソ
中
立
条
約
（
一
九
四

一
年
）

　

は
じ
め
に

　

第
一
節　

過
信
の
心
理
メ
カ
ニ
ズ
ム

　

第
二
節　

進
化
政
治
学
か
ら
国
際
政
治
学
へ

　

第
三
節　

�

典
型
的
事
例
と
し
て
の
日
ソ
中
立
条
約
（
一
九
四
一

年
）

　

第
四
節　

研
究
の
意
義

　

お
わ
り
に

第
七
章　

な
ぜ
怒
り
が
戦
争
を
も
た
ら
す
の
か

　
　
　
　

―
―�

怒
り
の
報
復
モ
デ
ル
と
日
米
開
戦
（
一
九
四
一

年
）

　

は
じ
め
に

　

第
一
節　

怒
り
の
修
正
理
論

　

第
二
節　

自
然
科
学
か
ら
国
際
政
治
学
へ

　

第
三
節　

事
例
研
究

　

お
わ
り
に
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終　

章

　

第
一
節　

論
文
の
総
括

　

第
二
節　

研
究
の
意
義

　

第
三
節　

今
後
の
課
題

　

第
四
節　

結
語

参
考
文
献
一
覧

二　

内
容
の
紹
介

　

本
論
文
の
問
題
意
識
と
研
究
目
的
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
人
間

の
心
は
政
治
思
想
家
ジ
ョ
ン
・
ロ
ッ
ク
が
主
張
し
て
い
る
よ
う
に
、

空
白
の
石
盤
（blank slate

）［「
タ
ブ
ラ
・
ラ
サ
（tabula rasa

）

説
」］
―
―
固
有
の
構
造
を
も
た
な
い
白
紙
状
態
で
、
社
会
や
そ
の

人
自
身
が
自
由
に
書
き
込
め
る
―
―
な
の
だ
ろ
う
か
。
人
間
の
心
が

空
白
の
石
盤
な
ら
ば
生
ま
れ
（nature

）
で
は
な
く
育
ち

（nurture

）
が
重
要
に
な
り
、
政
治
学
は
先
天
的
変
数
―
―
テ
ス
ト

ス
テ
ロ
ン
な
ど
の
ホ
ル
モ
ン
、
ド
ー
パ
ミ
ン
な
ど
の
神
経
伝
達
物
質

と
い
っ
た
内
分
泌
学
的
変
数
―
―
で
は
な
く
、
後
天
的
変
数
―
―
教

育
程
度
、
社
会
的
地
位
、
経
済
力
等
―
―
を
取
り
扱
う
べ
き
で
あ
る

と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　

し
か
し
こ
の
よ
う
な
一
般
的
な
通
念
に
反
し
て
進
化
心
理
学
は
、

人
間
の
心
が
空
白
の
石
盤
で
は
な
い
と
い
う
事
実
を
明
ら
か
に
し
て

い
る
。
進
化
心
理
学
は
、
人
間
の
心
を
空
白
の
石
盤
で
あ
る
と
の
前

提
に
基
づ
い
て
い
る
従
来
の
社
会
科
学
を
標
準
社
会
科
学
モ
デ
ル

（standard social science m
odel

）
と
呼
び
批
判
し
た
上
で
、
社

会
科
学
に
お
け
る
パ
ラ
ダ
イ
ム
・
シ
フ
ト
を
主
張
し
て
い
る
。

　

こ
の
事
実
が
政
治
学
に
も
た
ら
す
意
義
は
重
大
で
あ
る
。
な
ぜ
な

ら
こ
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
・
シ
フ
ト
は
政
治
学
に
波
及
し
、
そ
れ
を
政
治

学
で
展
開
す
る
試
み
が
現
在
で
は
進
化
政
治
学
と
い
う
、
一
つ
の
リ

サ
ー
チ
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
確
立
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
本
論

文
は
進
化
政
治
学
を
国
際
関
係
理
論
の
リ
ア
リ
ズ
ム
に
応
用
し
、
進

化
政
治
学
の
分
析
射
程
を
国
際
政
治
分
野
に
ま
で
拡
大
す
る
こ
と
を

め
ざ
し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
り
リ
ア
リ
ズ
ム
が
こ
れ
ま
で
脆
弱
で
あ

る
と
批
判
さ
れ
て
き
た
、
理
論
の
科
学
的
な
基
盤
を
強
化
す
る
こ
と

が
本
論
文
の
目
的
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

　

各
章
の
内
容
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。
ま
ず
第
一
章
で
は
進
化

政
治
学
を
再
考
し
て
い
る
。
進
化
政
治
学
に
は
三
つ
の
前
提
が
あ
る
。

第
一
は
、
人
間
の
遺
伝
子
は
突
然
変
異
を
通
じ
た
進
化
に
よ
っ
て
も

た
ら
さ
れ
た
も
の
で
、
そ
う
し
た
遺
伝
子
は
政
治
分
野
の
意
思
決
定

過
程
に
影
響
を
与
え
て
い
る
。
第
二
に
、
限
ら
れ
た
資
源
で
あ
る
食

料
と
異
性
を
獲
得
す
る
こ
と
は
人
間
の
根
源
的
欲
求
で
あ
り
、
そ
の

欲
求
に
か
か
わ
る
諸
問
題
を
解
決
す
る
た
め
に
自
然
淘
汰

（natural selection
）
と
性
淘
汰
（sexual selection

）
を
通
じ
て
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脳
が
進
化
し
た
。
第
三
に
、
現
在
の
人
間
の
遺
伝
子
は
最
後
の
氷
河

期
を
経
験
し
た
遺
伝
子
か
ら
ほ
と
ん
ど
変
わ
っ
て
い
な
い
た
め
、
現

在
の
政
治
現
象
は
狩
猟
採
集
時
代
の
行
動
形
態
か
ら
説
明
さ
れ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
本
章
は
こ
れ
ら
の
前
提
に
依
拠
し
て
、
政
治
学
の

命
題
に
進
化
論
の
発
想
を
適
用
し
、
現
在
の
政
治
現
象
の
ル
ー
ツ
を

究
明
し
な
が
ら
、
仮
説
の
構
築
と
検
証
を
行
っ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
本
章
で
は
、
進
化
政
治
学
を
め
ぐ
る
論
争
の
多
く
は
誤
解

に
起
因
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
誤
解
と
は
以

下
の
と
お
り
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
第
一
に
進
化
政
治
学
は
ピ
ラ
ミ
ッ

ド
状
の
演
繹
的
構
造
か
ら
な
っ
て
お
り
、
一
貫
性
を
欠
い
て
い
る
わ

け
で
は
な
い
。
第
二
に
進
化
政
治
学
者
は
生
ま
れ
（
遺
伝
）
と
育
ち

（
環
境
）
の
相
互
作
用
を
自
覚
し
て
い
る
。
第
三
に
進
化
政
治
学
は

事
実
を
論
じ
て
お
り
、
価
値
を
広
め
よ
う
と
し
て
い
る
わ
け
で
は
な

い
。
第
四
に
還
元
主
義
（reductionism

）
に
は
良
い
還
元
主
義

―
―
あ
る
知
識
分
野
を
他
の
知
識
分
野
で
置
き
換
え
る
の
で
は
な
く
、

そ
れ
ら
を
統
合
す
る
も
の
―
―
と
、
悪
い
還
元
主
義
―
―
あ
る
現
象

を
最
小
か
つ
単
純
な
要
素
で
説
明
す
る
試
み
―
―
が
あ
る
た
め
、
す

べ
て
の
還
元
主
義
を
否
定
す
る
必
要
は
な
い
。

　

第
二
章
で
は
科
学
哲
学
に
お
け
る
科
学
的
実
在
論
と
道
具
主
義
の

間
の
論
争
を
踏
ま
え
て
、
政
治
心
理
学
と
リ
ア
リ
ズ
ム
を
例
と
し
て

進
化
政
治
学
が
政
治
学
に
も
た
ら
す
意
義
を
考
察
し
て
い
る
。
既
存

の
政
治
心
理
学
は
究
極
要
因
（ultim

ate cause

）
―
―
な
ぜ
そ
の

行
動
が
な
さ
れ
る
の
か
―
―
を
軽
視
し
て
、
至
近
要
因

（proxim
ate cause

）
―
―
そ
の
行
動
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
は
何
か
―
―

と
政
治
学
の
命
題
を
直
接
結
び
つ
け
る
こ
と
で
、
ジ
ョ
ン
・
ミ
ア

シ
ャ
イ
マ
ー
と
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
・
ウ
ォ
ル
ト
が
批
判
し
て
い
る
単
純

な
仮
説
検
証
（sim

plistic hypothesis testing

）
や
、
北
村
秀
哉

と
大
坪
庸
介
が
批
判
し
て
い
る
一
貫
性
の
な
い
観
察
結
果
に
陥
っ
て

い
る
と
分
析
し
、
進
化
政
治
学
は
至
近
要
因
と
政
治
学
の
命
題
の
間

の
ギ
ャ
ッ
プ
を
、
究
極
要
因
を
導
入
し
て
埋
め
る
こ
と
で
こ
の
よ
う

な
政
治
心
理
学
の
苦
境
を
打
開
し
て
い
る
と
評
価
す
る
。

　

さ
ら
に
進
化
政
治
学
を
基
盤
に
す
る
こ
と
で
リ
ア
リ
ス
ト
は
、

「
人
間
は
個
人
（individual

）
で
は
な
く
て
集
団
（group

）
と
し

て
存
在
し
て
お
り
、
パ
ワ
ー
を
基
礎
と
し
た
集
団
間
の
永
続
的
な
闘

争
が
国
際
政
治
の
本
質
で
あ
る
」
と
い
う
、
リ
サ
ー
チ
・
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
中
核
と
な
る
前
提
を
科
学
的
に
裏
付
け
ら
れ
る
。
権
力
政
治
の

論
理
は
怒
り
の
修
正
理
論
（recalibrational theory of anger

）

に
よ
り
、
ア
ナ
ー
キ
ー
（anarchy

）
に
お
け
る
国
家
間
の
闘
争
は

ゼ
ノ
フ
ォ
ビ
ア
の
心
理
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
よ
り
科
学
的
に
裏
付
け
ら
れ

る
と
す
る
。

　

第
三
章
で
は
科
学
哲
学
の
科
学
的
実
在
論
（scientific realism

）

に
お
け
る
観
点
主
義
（perspectivism

）
と
い
う
立
場
に
基
づ
い
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て
、
リ
ア
リ
ズ
ム
論
争
の
核
心
に
あ
る
決
定
不
全
性

（underdeterm
ination

）
―
―
理
論
を
事
例
か
ら
一
意
に
決
め
ら

れ
な
い
と
い
う
テ
ー
ゼ
―
―
の
克
服
を
試
み
て
い
る
。
理
論
は
特
定

の
観
点
か
ら
選
択
さ
れ
た
、
世
界
の
特
定
の
局
面
を
表
象
し
て
い
る

た
め
、
事
例
か
ら
理
論
を
一
意
に
選
択
す
る
必
要
は
な
い
。
決
定
不

全
性
テ
ー
ゼ
に
反
し
て
理
論
評
価
の
基
準
は
事
例
と
の
整
合
性
に
限

ら
れ
ず
、
た
と
え
ば
古
典
的
リ
ア
リ
ズ
ム
（classical realism

）

は
実
り
豊
か
さ
（richness
）、
ネ
オ
リ
ア
リ
ズ
ム
（neorealism

）

は
簡
潔
性
（parsim

ony

）、
新
古
典
派
リ
ア
リ
ズ
ム

（neoclassical realism

）
は
説
明
力
と
簡
潔
性
の
ト
レ
ー
ド
オ
フ

と
い
っ
た
基
準
を
重
視
し
て
い
る
。

　

た
と
え
ば
ネ
オ
リ
ア
リ
ズ
ム
は
冷
戦
終
結
や
ア
メ
リ
カ
単
極
構
造

を
適
切
に
説
明
で
き
な
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
そ
の
こ
と
は
歴
史
上

の
パ
タ
ー
ン
を
俯
瞰
で
き
る
簡
潔
性
を
有
す
る
ネ
オ
リ
ア
リ
ズ
ム
の

意
義
を
失
わ
せ
な
い
。
ネ
オ
リ
ア
リ
ズ
ム
の
説
明
力
不
足
を
克
服
す

る
た
め
に
国
内
要
因
を
追
加
し
た
新
古
典
派
リ
ア
リ
ズ
ム
が
生
ま
れ

た
が
、
後
者
は
前
者
を
反
証
し
た
の
で
は
な
く
二
つ
の
理
論
は
異
な

る
観
点
か
ら
、
世
界
を
表
象
し
な
が
ら
生
産
的
に
共
存
し
て
い
る
。

ヴ
ァ
ス
ケ
ス
の
批
判
に
反
し
て
、
異
な
る
観
点
を
理
論
化
す
る
試
み

は
退
行
的
な
リ
サ
ー
チ
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
（degenerating 

research program

）
に
陥
ら
な
い
。
レ
グ
ロ
と
モ
ラ
ヴ
ィ
シ
ッ

ク
の
批
判
に
反
し
て
、
個
々
の
リ
ア
リ
ス
ト
理
論
は
リ
ア
リ
ズ
ム
と

い
う
リ
サ
ー
チ
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
中
核
と
な
る
前
提
か
ら
、
演
繹
的

に
導
き
出
さ
れ
る
要
素
か
ら
構
成
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
都
度
間
に
合

わ
せ
に
変
数
を
乱
用
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
と
主
張
す
る
。

　

第
四
章
で
は
進
化
政
治
学
に
基
づ
い
た
リ
ア
リ
ズ
ム
を
理
論
史
と

し
て
帰
納
的
に
再
構
成
し
、
進
化
政
治
学
的
リ
ア
リ
ズ
ム
と
い
う
一

つ
の
グ
ラ
ン
ド
・
セ
オ
リ
ー
と
し
て
再
統
合
を
試
み
て
い
る
。
進
化

政
治
学
的
リ
ア
リ
ズ
ム
は
中
心
か
ら
周
辺
に
向
か
い
演
繹
的
に
、
理

論
的
要
素
が
派
生
し
て
い
く
同
心
円
上
の
三
層
構
造
に
な
っ
て
い
る
。

中
心
に
位
置
し
て
い
る
第
一
層
に
は
進
化
政
治
学
、
そ
の
外
側
の
第

二
層
に
は
リ
ア
リ
ズ
ム
が
位
置
し
て
い
る
。
そ
し
て
最
も
外
側
の
第

三
層
に
は
具
体
的
な
モ
デ
ル
が
位
置
し
て
い
る
と
主
張
し
、
そ
れ
ら

を
例
示
す
る
の
が
、
第
五
章
か
ら
第
七
章
の
中
心
的
な
テ
ー
マ
に

な
っ
て
い
る
。

　

第
五
章
で
は
指
導
者
が
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
ト
的
神
話
（nationalist 

m
yth

）
に
よ
り
、
動
員
の
ハ
ー
ド
ル
（m

obilization hurdle

）

を
克
服
し
、
国
家
を
リ
ス
ク
の
高
い
対
外
政
策
に
導
く
と
い
う
ナ

シ
ョ
ナ
リ
ス
ト
的
神
話
モ
デ
ル
を
構
築
し
、
そ
れ
を
可
能
性
調
査

（plausibility probe

）
―
―
十
分
に
検
証
さ
れ
て
い
な
い
理
論
や

仮
説
に
関
す
る
初
期
研
究
で
、
さ
ら
に
徹
底
し
て
検
証
す
る
妥
当
性

が
あ
る
か
否
か
を
判
断
す
る
た
め
に
行
わ
れ
る
手
法
―
―
に
基
づ
き
、



112

法学研究 91 巻 8 号（2018：8）

日
独
伊
三
国
軍
事
同
盟
（
一
九
四
〇
年
）
を
典
型
的
事
例
と
し
て
検

討
し
て
い
る
。

　

日
本
の
指
導
者
は
三
国
同
盟
締
結
に
向
け
た
、
エ
リ
ー
ト
間
の
コ

ン
セ
ン
サ
ス
を
ど
の
よ
う
に
し
て
達
成
し
た
の
か
。
こ
の
パ
ズ
ル
を

解
く
カ
ギ
が
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
ト
的
神
話
に
あ
る
。
松
岡
外
相
は
ナ

シ
ョ
ナ
リ
ス
ト
的
神
話
に
訴
え
て
、
同
盟
締
結
に
向
け
た
メ
ン
タ

ル
・
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
（m

ental coordination

）
―
―
心
理

的
に
ア
ク
タ
ー
間
の
選
好
を
収
斂
さ
せ
る
こ
と
―
―
を
達
成
し
、
三

国
同
盟
を
実
現
し
た
。
愛
国
主
義
的
な
歴
史
感
情
に
訴
え
る
こ
と
で
、

「
軍
事
同
盟
ニ
関
ス
ル
方
針
案
」
の
承
認
を
留
保
し
て
い
た
及
川
海

相
の
説
得
に
成
功
し
て
、
同
盟
締
結
に
必
要
な
国
内
エ
リ
ー
ト
の
コ

ン
セ
ン
サ
ス
を
達
成
し
た
と
説
明
す
る
。

　

第
六
章
で
は
指
導
者
が
過
信
（overconfidence
）
に
駆
り
立
て

ら
れ
対
外
政
策
の
失
敗
に
陥
る
、
と
い
う
肯
定
的
幻
想
モ
デ
ル

（positive illusion m
odel

）
を
構
築
し
そ
れ
を
可
能
性
調
査
に
基

づ
き
、
日
ソ
中
立
条
約
（
一
九
四
一
年
）
を
典
型
的
事
例
と
し
て
検

討
し
て
い
る
。
な
ぜ
歴
史
家
イ
ア
ン
・
ニ
ッ
シ
ュ
が
、「
自
ら
の
見

通
し
に
対
し
て
過
大
な
自
信
を
持
つ
者
に
よ
る
判
断
の
誤
り
の
事

例
」
と
呼
ぶ
日
ソ
中
立
条
約
が
締
結
さ
れ
た
の
か
。

　

こ
の
パ
ズ
ル
を
解
く
カ
ギ
が
過
信
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
あ
る
。
人
間

の
脳
に
は
過
信
の
バ
イ
ア
ス
が
備
わ
っ
て
お
り
、
そ
れ
が
政
策
決
定

者
に
独
ソ
戦
の
イ
ン
パ
ク
ト
を
過
小
評
価
す
る
よ
う
に
仕
向
け
て
い

た
。
過
信
に
駆
り
立
て
ら
れ
た
松
岡
は
交
渉
成
功
の
可
能
性
を
過
大

評
価
し
、
リ
ッ
ベ
ン
ト
ロ
ッ
プ
腹
案
を
実
現
す
べ
く
対
ソ
交
渉
に
の

ぞ
ん
だ
が
、
ソ
連
の
対
日
政
策
を
め
ぐ
る
厳
し
い
現
実
に
直
面
し
て
、

中
立
条
約
と
い
う
妥
協
案
に
帰
結
し
た
の
で
あ
る
。

　

第
七
章
で
は
指
導
者
が
敵
国
へ
の
怒
り
、
特
に
義
憤
（m

oral 
outrage

）
を
利
用
し
動
員
の
ハ
ー
ド
ル
を
克
服
す
る
と
い
う
怒
り

の
報
復
モ
デ
ル
（revenge m

odel of anger

）
を
構
築
し
そ
れ
を
、

可
能
性
調
査
に
基
づ
き
日
本
の
対
米
開
戦
（
一
九
四
一
年
）
を
典
型

的
事
例
と
し
て
検
討
し
て
い
る
。
な
ぜ
日
本
は
一
九
四
一
年
の
時
点

で
約
八
倍
の
潜
在
力
を
持
つ
ア
メ
リ
カ
と
の
開
戦
を
決
定
し
た
の
か
。

こ
の
パ
ズ
ル
を
解
く
カ
ギ
が
義
憤
と
い
う
変
数
に
あ
る
と
す
る
。

　

義
憤
は
動
員
の
ハ
ー
ド
ル
を
克
服
し
攻
撃
に
向
け
た
コ
ン
セ
ン
サ

ス
を
生
み
だ
す
た
め
、
好
戦
的
エ
リ
ー
ト
に
と
っ
て
国
内
ア
ク
タ
ー

の
間
で
義
憤
を
引
き
起
こ
す
敵
国
の
裏
切
り
行
為
は
、
欲
し
て
や
ま

な
い
戦
略
的
資
源
で
あ
る
。
こ
の
典
型
的
事
例
が
日
米
戦
争
直
前
に

起
き
た
ア
メ
リ
カ
に
よ
る
ハ
ル
・
ノ
ー
ト
の
提
示
で
あ
り
、
波
多
野

澄
雄
が
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、「
ハ
ル
・
ノ
ー
ト
は
開
戦
決
意
を
最

終
的
に
固
め
る
う
え
で
も
、
ま
た
国
論
の
一
致
に
貢
献
す
る
意
味
で

も
、
ま
さ
に
『
天
佑
』」
と
な
っ
た
。
す
な
わ
ち
ハ
ル
・
ノ
ー
ト
が

も
た
ら
し
た
義
憤
に
よ
り
、
そ
れ
ま
で
分
裂
し
て
い
た
タ
カ
派
と
ハ
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ト
派
の
間
で
、
対
米
開
戦
に
向
け
た
メ
ン
タ
ル
・
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

シ
ョ
ン
が
達
成
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　

最
後
に
終
章
で
は
論
文
を
総
括
し
て
、
研
究
の
意
義
と
課
題
を
示

し
て
い
る
。

三　

評
価

　

以
上
、
本
論
文
の
内
容
を
略
述
し
た
が
、
以
下
そ
の
意
義
と
問
題

点
を
考
察
す
る
。

　

第
一
の
意
義
は
社
会
科
学
理
論
研
究
に
お
け
る
科
学
的
実
在
論
論

争
―
―
「
科
学
的
実
在
論
」
対
「
道
具
主
義
（instrum

entalism

）」

―
―
を
、
個
別
事
例
の
検
討
を
通
じ
て
再
考
し
た
こ
と
で
あ
る
。
伊

藤
君
に
よ
る
と
社
会
科
学
理
論
家
は
理
論
の
役
割
に
つ
い
て
二
つ
の

立
場
に
分
か
れ
て
い
る
。
第
一
の
立
場
は
理
論
の
役
割
を
近
似
的
真

理
へ
の
漸
近
、
す
な
わ
ち
わ
れ
わ
れ
と
は
独
立
に
存
在
す
る
世
界
に

つ
い
て
、
観
察
不
可
能
な
部
分
も
含
め
真
理
を
見
出
す
こ
と
と
み
な

す
科
学
的
実
在
論
の
陣
営
で
、
こ
れ
に
は
国
際
関
係
の
理
論
家
で
は

ジ
ョ
ン
・
ミ
ア
シ
ャ
イ
マ
ー
、
ア
ン
ド
リ
ュ
ー
・
ベ
ネ
ッ
ト
、
ア
レ

ク
サ
ン
ダ
ー
・
ウ
ェ
ン
ト
ら
が
含
ま
れ
る
。
第
二
の
立
場
は
理
論
を

有
用
な
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
（useful fiction

）
と
み
な
し
、
理
論
家
は

経
験
的
に
十
全
な
（em

pirically adequate

）
理
論
を
構
築
す
る

こ
と
で
満
足
す
べ
き
で
あ
る
、
と
い
う
道
具
主
義
の
陣
営
で
、
こ
れ

に
は
ケ
ネ
ス
・
ウ
ォ
ル
ツ
や
ミ
ル
ト
ン
・
フ
リ
ー
ド
マ
ン
ら
が
含
ま

れ
る
。
こ
の
よ
う
な
先
行
研
究
に
お
け
る
論
争
を
背
景
と
し
て
理
論

そ
れ
自
体
に
真
理
が
含
ま
れ
て
い
る
と
す
る
科
学
的
実
在
論
が
、
な

ぜ
、
ど
の
程
度
、
そ
し
て
ど
の
よ
う
な
点
で
道
具
主
義
よ
り
も
社
会

科
学
理
論
に
と
り
重
要
で
あ
る
か
を
、
国
際
関
係
理
論
に
お
け
る
リ

ア
リ
ズ
ム
、
さ
ら
に
は
進
化
政
治
学
の
視
角
か
ら
個
別
事
例
の
検
討

を
通
じ
て
再
考
し
た
こ
と
が
、
本
論
文
の
社
会
科
学
理
論
研
究
に
お

け
る
科
学
的
実
在
論
論
争
に
対
す
る
意
義
で
あ
る
。

　

加
え
て
付
随
し
て
評
価
す
べ
き
点
が
あ
る
。
科
学
哲
学
で
は
事
例

研
究
の
素
材
と
し
て
自
然
科
学
理
論
が
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。

し
た
が
っ
て
科
学
的
実
在
論
論
争
を
分
析
す
る
に
あ
た
り
、
社
会
科

学
理
論
を
事
例
と
し
て
取
り
扱
っ
て
い
る
本
論
文
は
、
事
例
研
究
の

分
析
射
程
を
社
会
科
学
の
領
域
に
ま
で
拡
大
し
て
い
る
点
に
お
い
て
、

科
学
哲
学
と
い
う
学
問
に
対
す
る
一
定
の
意
義
を
有
し
て
い
る
と
言

え
る
。

　

第
二
の
意
義
は
進
化
政
治
学
を
国
際
関
係
理
論
に
お
け
る
リ
ア
リ

ズ
ム
に
導
入
し
て
、
新
た
な
国
際
関
係
理
論
を
構
築
し
た
こ
と
で
あ

る
。
あ
ら
ゆ
る
理
論
は
先
行
研
究
と
の
か
か
わ
り
の
中
か
ら
生
み
出

さ
れ
る
が
、
本
論
文
が
構
築
し
た
進
化
政
治
学
的
リ
ア
リ
ズ
ム
も
そ

の
例
外
で
は
な
く
、
一
部
の
リ
ア
リ
ス
ト
は
、
既
に
リ
ア
リ
ズ
ム
の

枠
組
み
に
お
い
て
現
在
で
は
進
化
政
治
学
と
呼
ば
れ
て
い
る
学
問
を
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実
践
し
て
い
る
。

　

し
か
し
伊
藤
君
に
よ
る
と
先
行
研
究
は
必
ず
し
も
進
化
政
治
学
と

い
う
学
問
の
存
在
に
自
覚
的
で
は
な
か
っ
た
が
た
め
に
以
下
の
問
題

を
抱
え
て
い
た
と
す
る
。
そ
れ
は
第
一
に
進
化
政
治
学
の
基
盤
に

な
っ
て
い
る
進
化
心
理
学
と
い
う
学
問
を
十
分
に
活
用
し
て
い
な
い
。

第
二
に
進
化
政
治
学
が
政
治
学
に
も
た
ら
す
意
義
を
科
学
哲
学
に

よ
っ
て
考
察
し
て
い
な
い
。
第
三
に
自
ら
の
議
論
の
根
底
に
あ
る
原

則
と
構
造
を
精
緻
化
し
て
い
な
か
っ
た
。
こ
う
し
た
先
行
研
究
の
問

題
を
克
服
す
べ
く
本
論
文
は
第
一
章
で
第
一
の
問
題
に
、
第
二
章
で

第
二
の
問
題
に
、
そ
し
て
第
四
章
で
第
三
の
問
題
に
対
し
て
一
定
の

回
答
を
与
え
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
形
で
先
行
研
究
が
抱
え
て
い
る

問
題
を
克
服
し
た
上
で
そ
れ
ら
を
帰
納
的
に
再
構
成
し
、
進
化
政
治

学
的
リ
ア
リ
ズ
ム
と
い
う
一
つ
の
グ
ラ
ン
ド
・
セ
オ
リ
ー
と
し
て
再

統
合
を
試
み
一
定
の
成
果
を
得
た
こ
と
が
、
本
論
文
の
二
つ
目
の
意

義
で
あ
る
。

　

第
三
の
意
義
は
進
化
政
治
学
そ
れ
自
体
を
再
考
し
、
そ
の
方
法
論

研
究
に
新
た
な
知
見
を
も
た
ら
し
た
こ
と
で
あ
る
。
本
論
文
は
既
存

の
政
治
学
の
多
く
が
人
間
の
心
や
先
天
的
変
数
を
軽
視
し
て
い
る
、

標
準
社
会
科
学
モ
デ
ル
に
陥
っ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
、
そ
れ
を
克

服
す
る
た
め
に
生
ま
れ
た
進
化
政
治
学
と
い
う
政
治
学
の
新
た
な
潮

流
を
再
考
し
て
い
る
。
進
化
政
治
学
は
い
ま
だ
揺
籃
期
に
あ
る
と
は

い
え
、A

m
erican Political Science R

eview

やInternational 
Security

と
い
っ
た
有
力
な
学
術
雑
誌
や
、『
レ
ヴ
ァ
イ
ア
サ
ン
』

な
ど
方
法
論
研
究
を
取
り
扱
う
日
本
の
学
術
雑
誌
で
し
ば
し
ば
取
り

上
げ
ら
れ
つ
つ
あ
る
領
域
で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
重
要
性
に
も
か
か
わ
ら
ず
日
本
で
は
森
川
友
義
、
ア
メ

リ
カ
で
は
ロ
ー
ズ
・
マ
ク
デ
ー
モ
ッ
ト
ら
を
除
い
て
、
進
化
政
治
学

は
体
系
的
に
考
察
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
の
よ
う
な
先
行
研
究
の
空
白

を
埋
め
る
べ
く
本
論
文
は
科
学
哲
学
を
基
盤
に
し
て
、
進
化
政
治
学

が
政
治
学
に
も
た
ら
す
意
義
を
新
た
な
視
点
か
ら
考
察
し
て
い
る
。

具
体
的
に
は
進
化
政
治
学
の
基
盤
で
あ
る
進
化
心
理
学
と
い
う
学
問

が
、
政
治
心
理
学
と
国
際
関
係
理
論
の
リ
ア
リ
ズ
ム
と
い
う
、
政
治

学
に
お
け
る
二
つ
の
サ
ブ
フ
ィ
ー
ル
ド
に
も
た
ら
す
意
義
を
考
察
し
、

進
化
政
治
学
に
お
い
て
脆
弱
で
あ
っ
た
、
そ
の
方
法
論
的
基
盤
を
科

学
哲
学
の
観
点
か
ら
強
化
し
て
い
る
。
こ
の
方
法
論
的
考
察
は
政
治

学
の
領
域
に
お
い
て
近
年
擡
頭
し
て
い
る
進
化
政
治
学
が
、
今
後
健

全
に
進
展
し
て
い
く
上
で
不
可
欠
な
も
の
で
あ
り
、
こ
の
意
味
に
お

い
て
本
論
文
は
広
義
に
は
、
政
治
学
に
お
け
る
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
の
拡

大
に
一
定
の
貢
献
を
な
し
た
も
の
と
評
価
で
き
る
。

　

第
四
の
意
義
は
社
会
科
学
理
論
に
お
け
る
合
理
性
仮
定
に
つ
い
て
、

新
た
な
見
方
を
提
示
し
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
社
会
科
学
理
論

家
は
一
貫
性
や
反
証
可
能
性
な
ど
の
基
準
か
ら
、
社
会
科
学
で
主
流



特 別 記 事

115

派
の
合
理
主
義
理
論
―
―
合
理
的
選
択
理
論
、
期
待
効
用
理
論
、
ネ

オ
リ
ア
リ
ズ
ム
な
ど
―
―
を
科
学
的
で
あ
る
と
評
価
し
て
き
た
。
と

こ
ろ
が
本
論
文
は
こ
の
一
般
的
通
念
に
疑
問
を
投
げ
か
け
て
い
る
。

す
な
わ
ち
本
論
文
は
ミ
ク
ロ
経
済
学
的
合
理
性
―
―
自
利
心
と
極
大

化
行
動
―
―
を
前
提
と
し
て
分
析
す
る
と
、
結
果
と
し
て
国
家
や
市

場
の
動
き
が
う
ま
く
読
み
取
れ
る
、
と
い
う
合
理
主
義
理
論
の
道
具

主
義
的
な
方
法
論
的
前
提
を
、
進
化
政
治
学
の
観
点
か
ら
批
判
し
て

い
る
。

　

伊
藤
君
が
明
ら
か
に
し
た
と
こ
ろ
に
よ
る
と
進
化
政
治
学
で
は
、

合
理
性
仮
定
そ
れ
自
体
が
科
学
的
探
究
の
対
象
に
さ
れ
な
け
れ
ば
な

ら
ず
、
仮
に
科
学
的
な
証
拠
に
照
ら
し
合
わ
せ
て
誤
っ
て
い
る
こ
と

が
判
明
し
た
ら
、
そ
れ
は
棄
却
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
な

る
。
も
と
よ
り
進
化
政
治
学
も
合
理
性
と
い
う
観
念
を
大
切
に
し
て

い
る
が
、
そ
れ
は
進
化
的
適
応
環
境
（environm

ent of evolution­
ary adaptedness

）
―
―
人
間
の
心
が
形
成
さ
れ
た
期
間
・
場
所

―
―
に
お
い
て
我
々
の
先
祖
が
生
存
と
繁
殖
を
す
る
上
で
、
ど
れ
だ

け
有
利
で
あ
っ
た
か
と
い
う
基
準
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
る
も
の
で
あ

り
、
そ
の
合
理
性
は
必
ず
し
も
現
代
に
お
け
る
合
理
性
―
―
す
な
わ

ち
合
理
主
義
理
論
の
合
理
性
―
―
と
は
一
致
し
な
い
。

　

し
た
が
っ
て
社
会
科
学
理
論
家
が
現
実
の
心
に
即
し
た
分
析
を
す

る
た
め
に
は
、
こ
れ
ま
で
主
流
派
の
合
理
主
義
理
論
を
脱
却
し
、
進

化
政
治
学
が
提
起
し
て
い
る
生
態
学
的
合
理
性
（ecological 

rationality

）
―
―
狩
猟
採
集
時
代
に
お
け
る
合
理
性
―
―
を
踏
ま

え
る
必
要
が
あ
る
、
と
い
う
結
論
を
導
き
出
し
た
こ
と
が
、
本
論
文

が
合
理
性
を
め
ぐ
る
社
会
科
学
の
方
法
論
研
究
に
も
た
ら
し
た
意
義

で
あ
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
本
論
文
は
、
従
来
の
研
究
水
準
を
超
え
る
方
法
論

的
精
緻
さ
と
理
論
的
独
創
性
を
備
え
た
優
れ
た
研
究
で
あ
る
と
高
く

評
価
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
な
が
ら
改
善
す
べ
き
点
、
あ
る

い
は
将
来
へ
の
課
題
と
す
べ
き
点
も
あ
る
。

　

第
一
に
リ
ア
リ
ズ
ム
に
関
し
て
、
本
論
文
で
は
科
学
哲
学
で
い
う

実
在
論
と
国
際
政
治
学
で
語
ら
れ
る
リ
ア
リ
ズ
ム
が
重
ね
合
わ
せ
て

議
論
さ
れ
て
い
る
が
、
科
学
哲
学
で
の
実
在
論
と
は
最
も
広
く
定
義

す
る
と
す
る
な
ら
ば
、「
科
学
に
お
い
て
措
定
さ
れ
る
観
察
不
可
能

な
事
物
も
実
在
す
る
」
と
い
う
考
え
方
で
あ
り
、
国
際
関
係
を
国
益

と
勢
力
均
衡
の
観
点
か
ら
分
析
す
る
国
際
政
治
学
上
の
理
論
と
必
ず

し
も
一
致
す
る
も
の
で
は
な
い
。
こ
の
両
者
の
関
係
に
つ
い
て
の
記

述
が
乏
し
い
こ
と
が
悔
や
ま
れ
る
。
ま
た
本
論
文
は
悲
観
的
帰
納
法

（pessim
istic induction

）
に
由
来
す
る
リ
ア
リ
ズ
ム
批
判
に
十
分

に
答
え
て
い
な
い
。
悲
観
的
帰
納
法
と
は
科
学
の
歴
史
を
ふ
り
か
え

る
と
、
あ
る
時
点
で
成
功
し
て
い
た
理
論
で
も
、
い
ず
れ
は
誤
っ
て

い
る
と
判
明
し
た
理
論
の
方
が
多
い
。
し
た
が
っ
て
現
在
の
と
こ
ろ
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成
功
し
て
い
る
理
論
も
、
将
来
に
は
誤
り
で
あ
る
こ
と
が
判
明
す
る

だ
ろ
う
と
い
う
議
論
で
あ
る
。

　

た
と
え
ば
悲
観
的
帰
納
法
は
リ
ア
リ
ズ
ム
に
次
の
よ
う
な
問
題
を

提
起
し
て
い
る
。
現
時
点
に
お
い
て
成
功
し
て
い
る
理
論
で
あ
る
新

古
典
派
リ
ア
リ
ズ
ム
が
正
し
い
の
で
あ
れ
ば
、
そ
の
一
つ
前
の
理
論

で
あ
る
ネ
オ
リ
ア
リ
ズ
ム
は
誤
っ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
し
か
し
実

際
に
は
ネ
オ
リ
ア
リ
ズ
ム
は
か
つ
て
隆
盛
を
誇
っ
て
い
た
の
で
、
リ

ア
リ
ズ
ム
に
お
け
る
成
功
と
真
理
の
間
の
因
果
関
係
は
疑
わ
し
い
と

い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
の
よ
う
な
悲
観
的
帰
納
法
に
由
来
す
る
リ
ア

リ
ズ
ム
批
判
に
こ
た
え
る
こ
と
が
、
リ
ア
リ
ズ
ム
研
究
と
し
て
の
課

題
で
あ
る
。
ま
た
伊
藤
君
は
科
学
的
実
在
論
の
立
場
を
と
る
と
し
て

い
る
が
、
近
年
の
科
学
哲
学
で
は
実
在
論
は
、
何
が
実
態
と
し
て
実

在
す
る
の
か
に
つ
い
て
の
形
而
上
学
的
信
念
表
明
と
も
言
え
る
実
態

実
在
論
（entity realism

）
か
ら
、
科
学
理
論
に
よ
っ
て
抽
出
さ

れ
る
数
学
的
構
造
こ
そ
が
安
定
的
に
受
け
継
が
れ
、
近
似
的
に
真
で

あ
る
と
す
る
構
造
的
実
在
論
（structural realism

）
に
移
行
し

て
い
る
現
状
が
あ
る
。
伊
藤
君
が
退
け
る
道
具
主
義
の
み
な
ら
ず
構

造
的
実
在
論
も
、
実
態
に
つ
い
て
の
主
張
や
普
遍
的
法
則
性
に
つ
い

て
の
真
理
主
張
も
行
う
も
の
で
は
な
く
ロ
ー
カ
ル
な
現
象
的
規
則
の

近
似
的
真
理
の
み
を
措
定
す
る
も
の
だ
が
、
第
三
章
で
国
際
政
治
の

リ
ア
リ
ズ
ム
を
擁
護
す
べ
き
伊
藤
君
が
提
案
し
て
い
る
観
点
主
義
と

理
想
化
の
役
割
重
視
は
、
伊
藤
君
も
「
有
用
な
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
」
と

認
め
て
い
る
よ
う
に
、
実
態
実
在
論
と
は
相
容
れ
な
い
立
場
で
は
な

か
ろ
う
か
。

　

第
二
に
進
化
政
治
学
に
関
し
て
は
、
進
化
心
理
学
者
ス
テ
ィ
ー
ブ

ン
・
ピ
ン
カ
ー
が
提
起
し
て
い
る
、
暴
力
の
衰
退
（decline of 
violence

）
テ
ー
ゼ
に
、
ど
の
よ
う
に
答
え
る
の
か
が
今
後
の
課
題

に
な
っ
て
く
る
。
ピ
ン
カ
ー
に
よ
れ
ば
歴
史
の
長
期
的
趨
勢
は
暴
力

が
衰
退
す
る
方
向
に
進
ん
で
お
り
、
こ
の
こ
と
は
経
験
的
デ
ー
タ
に

よ
り
し
っ
か
り
と
裏
付
け
ら
れ
て
い
る
と
い
う
。

　

こ
の
暴
力
の
衰
退
テ
ー
ゼ
は
進
化
政
治
学
に
大
き
な
問
題
を
提
起

し
て
い
る
。
そ
れ
は
仮
に
進
化
政
治
学
が
提
起
し
て
い
る
人
間
性
が

不
変
で
あ
る
な
ら
ば
、
な
ぜ
暴
力
が
衰
退
可
能
な
の
か
と
い
う
謎
で

あ
る
。
今
後
の
研
究
で
は
こ
の
パ
ズ
ル
に
答
え
る
こ
と
が
、
進
化
政

治
学
の
進
展
に
と
っ
て
不
可
欠
に
思
わ
れ
る
。

　

第
三
に
個
別
事
例
の
検
討
に
関
し
て
は
本
論
文
が
構
築
し
た
、
進

化
政
治
学
的
リ
ア
リ
ズ
ム
に
由
来
す
る
三
つ
の
モ
デ
ル
各
々
に
つ
い

て
、
さ
ら
に
歴
史
的
分
析
を
深
化
さ
せ
、
精
緻
化
す
る
必
要
が
あ
る
。

「
過
信
」
や
「
動
員
」
と
い
っ
た
国
内
の
媒
介
変
数
を
進
化
心
理
学

で
補
強
し
、
進
化
心
理
学
者
が
採
用
し
て
い
る
「
心
の
モ
ジ
ュ
ー

ル
」
説
の
一
部
を
新
古
典
派
リ
ア
リ
ズ
ム
に
導
入
し
て
可
能
性
調
査

を
行
っ
た
こ
と
は
評
価
さ
れ
る
と
し
て
も
、
本
論
文
で
取
り
上
げ
ら
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れ
た
個
別
事
例
の
検
討
に
お
い
て
、
今
日
ま
で
蓄
積
さ
れ
た
日
本
外

交
史
・
軍
事
史
の
歴
史
的
分
析
と
の
比
較
に
お
い
て
は
不
十
分
な
点

も
散
見
さ
れ
る
。
そ
れ
は
第
五
章
に
お
け
る
、
一
九
四
〇
年
九
月
一

四
日
の
大
本
營
政
府
連
絡
会
議
に
お
け
る
松
岡
外
相
の
発
言
と
及
川

海
相
の
態
度
変
更
の
因
果
関
係
や
、
第
六
章
の
「
過
信
の
心
理
メ
カ

ニ
ズ
ム
」
の
分
析
に
お
け
る
松
岡
自
身
の
個
人
的
野
心
へ
の
配
慮
の

欠
如
、
第
七
章
の
一
九
四
一
年
一
二
月
一
日
の
御
前
会
議
に
お
け
る

東
條
首
相
の
発
言
の
背
景
と
位
置
づ
け
な
ど
が
そ
れ
で
あ
る
。

　

こ
れ
ら
の
点
に
つ
い
て
よ
り
周
到
な
配
慮
と
深
い
考
察
が
あ
れ
ば
、

本
研
究
は
さ
ら
に
完
成
さ
れ
た
も
の
に
な
っ
た
で
あ
ろ
う
。
言
う
ま

で
も
な
く
、
こ
の
よ
う
な
諸
課
題
は
本
論
文
の
進
化
政
治
学
に
基
づ

く
リ
ア
リ
ズ
ム
研
究
に
対
す
る
す
ぐ
れ
た
貢
献
を
い
さ
さ
か
も
損
な

う
も
の
で
は
な
い
。
こ
れ
ら
は
、
い
ず
れ
伊
藤
君
が
本
論
文
を
著
書

と
し
て
公
刊
す
る
際
に
、
あ
る
い
は
今
後
の
研
究
の
中
に
反
映
さ
れ

る
こ
と
を
望
み
た
い
。

四　

結
論

　

こ
の
よ
う
な
問
題
点
を
抱
え
、
将
来
の
課
題
も
残
っ
て
い
る
が
、

伊
藤
隆
太
君
の
本
論
文
は
進
化
政
治
学
に
基
づ
く
リ
ア
リ
ズ
ム
研
究

と
し
て
、
そ
し
て
広
く
は
国
際
関
係
理
論
研
究
と
し
て
、
学
界
に
重

要
な
貢
献
を
な
し
た
こ
と
は
明
白
で
あ
り
、
そ
の
意
義
は
大
き
い
と

言
え
る
。

　

し
た
が
っ
て
審
査
員
一
同
は
、
本
論
文
が
、
博
士
（
法
学
）（
慶

應
義
塾
大
学
）
の
学
位
を
授
与
す
る
に
十
分
値
す
る
も
の
と
判
断
し
、

そ
の
旨
を
報
告
す
る
次
第
で
あ
る
。
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